
 

 

１０月１２日から、お昼の放送(給食時間中)で、「わ

たしのありがとう」というミニ作文を紹介しています。

全校児童が、家族や友達にそれぞれの思いを書きまし

た。毎日３～４人ずつ、順番に本人が放送室に行き、

読んでいます。２学期中に全員発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

現在、「ありがとうカウンター」に取り組んでいます。

１日に、５人以上の人に「ありがとう」が言えたら、

学校の帰りに、数字を１枚めくることができます。前

回の「おはようカウンター」 

は１ヶ月で２０００ポイント 

を達成できました。どんなと 

きに「ありがとう」をいえば 

よいか、ご家庭でも話し合っ 

ていただけると助かります。 

 

○確かな学力を育みます 

 

まなび舎 Kids 
 

１１月から始まった「まなび舎 Kids」に参加した６年生が、低学年の

算数から復習できることを「こんなチャンスはめったにない」と表現して

いました。彼女は卒業までに、できるだけ多くのプリントをしようと、家

庭にプリントを持ち帰りました。まなび舎 Kids には、１年生から５年生

までの計算プリントを約４００種類と、その学年で習う漢字を集めた手作

り冊子「漢字マラソン」を用意しています。火曜日･木曜日の放課後に希

望者が視聴覚室に集まり、学習しています。 

参加している子ども達は、それぞれ思いが異なるようですが、自分の目

標に向かって真剣にプリントをしています。どれだけ学力に結び付くか

は、やはり本人の意欲次第です。簡単なプリントに取り組む子どもは、ど

んどん進んでいける状況に自信を持つようですし、学年に応じたプリント       

に取り組む子どもは、現在教室で学習して 

いる内容を復習しようとしているようで 

す。どの子の意欲も大切に認めています。 

また、大阪河﨑リハビリテーション大学 

のご協力により、多くの学生さんが、学習 

支援アドバイザーとして参加してくださ 

っています。感謝しています。 

開校して８ヶ月、早いもので師走となりました。寒い中でも、子ども達は、元気に登校し、職員室のドア

をあけて「おはようございます」とあいさつをしてくれます。先日、学校に来られた方が、「こんなに気持

ちよくあいさつをしてくれる学校は初めてです。門を入ってきてから校長室に来るまでの間、たくさんの先

生や子ども達が遊びや掃除の手を止めて『こんにちは』といってくれましたよ。」と大変ほめてくださいま

した。めざす子ども像の「あいさつをする子」が育っています。ご家庭の協力があってこそだと感謝してい

ます。 

○豊かな心を育みます 
 
 
 

 「朝、歯を磨く」「あいさつをする」「手伝いをする」

など、よい習慣は、口で「～しなさい」と何度言っても

定着しないことが多いです。その行動が当たり前という

環境をつくり、し続けることが大事です。 

 学校でも、基本的な生活習慣が定着するよう、よいこ 

とをし続けることを心

がけますので、ご家庭で

もよろしくお願いいた

します。 

そして、やはり、「や 

ってみせ、言って聞かせ

て、させてみせ、ほめて

やらねば人は動かじ」で

すね。 

                 全国的に、いじめに関する痛 

ましい事案が起こっています。いじ

めはどの学校でも起こりうると 

考え、本校も、子ども達の状況をより把握できるよう、取り

組みを強化しているところです。もし、ご家庭でお子様の様

子がおかしいと感じたら、すぐに、学校にお知らせください。

また、各機関の相談窓口を生活指導のおたよりでお知らせし

ます。 

   

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

                                       

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.８ （校長室だより） 

平成２２年１１月３０日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

○健やかな体を育みます ○豊かな心を育みます 
 

 

 

 

１１月２２日～２６日は、｢東山ジャンプアップ週間｣として、１５

分休憩に、全学年でなわとびをしました。１学期のジャンプアップ週

間は学級対抗のなわとび大会でしたが、今回は、１年と６年、２年と

５年、３年と４年が一緒にチームを作り、いろいろな飛び方に挑戦し

ました。異学年との交流は、子ども達の人間関係づくりにも大変役立

ちます。子ども達は、気心しれた学級の友達と尐し違う相手に、どの

ように接するとよいのか考えなくてはいけません。 

実際の活動で、失敗をしたり、うまく 

いったりすることは、他の人との関わり 

のさじ加減を学習することにつながりま 

す。小規模校ならではのアットホームな 

取り組みを今後も続けていきたいと考え 

ています。 

 

３年１組のくつ箱は、いつも 
そろっています 
 

 

 

 

ぼくが、ありがとうといいたい人は、おかあさんで

す。なぜかというと、おてつだいで、しょっきあらいを

したときに、おかあさんが「すごいね」っていってくれ

たからです。おかあさん、ありがとう。  【１年】 

ひまわり号の本 大好き 
毎月来てくれる移動図書館の「ひ 

まわり号」の本を、各学級で借りて 

います。東山小は、借りる人が多く 

て、貸出時間を半日から１日に延ば 

していただきました。「花には水を、 

人には本を」 読書は、知識と創造力を培います。小さいと

きから、読書する習慣をつけたいものです。  

 


